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市議会
だより

No.
第 4回定例会号

（2026年）
令和8年２月１日

さ
く
ら
が
わ

一般議案についての審議　　　２P
傍聴のご案内

７名の一般質問  　　　　   3～6P　

視察研修レポート　　　　　　７P
└総務常任委員会

長生郡市広域市町村圏
組合議会視察来庁　　　  　　 ８P
岩瀬小　町たんけん・編集後記

令和７年第 4 回定例会

亀熊大橋
桜川市真壁町亀熊

石灯籠の欄干が印象的な橋。
下流では治水のための護岸工事が
進められている。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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一般
議案に　

　対
する

議 案 審 議
　令和７年第４回定例会は12月９日　令和７年第４回定例会は12月９日
から12日まで開催され、多岐にわたから12日まで開催され、多岐にわた
り審議が行われました。その中から、り審議が行われました。その中から、
主な質疑を掲載します。主な質疑を掲載します。

タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
事
業

問　

タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
事
業

の
増
額
理
由
の
詳
細
と
、
助
成

券
利
用
方
法
の
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
券
の

申
込
者
数
は
、
令
和
6
年
度
で

１
，
７
７
７
名
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
令
和
７
年
度
は
11
月
末

で
２
，
２
５
０
名
と
増
加
し
て

お
り
、
そ
れ
に
伴
い
支
出
も
増

額
し
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
方
々
か
ら
助
成
券

拡
充
の
ご
要
望
が
あ
る
こ
と
、

年
度
末
に
駆
け
込
み
的
な
利
用

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
助
成

券
の
不
正
利
用
の
可
能
性
が
監

査
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
度
か

ら
事
業
の
一
部
見
直
し
を
行
う

予
定
で
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立

金
増
額
補
正
に
つ
い
て

問　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に

よ
る
基
金
積
立
額
が
３
億
円
の

増
額
補
正
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
寄
附
金
の
総
額

は
い
く
ら
に
な
る
予
定
か
。

答　

11
月
末
現
在
の
寄
附
額
が

６
億
７
，
１
０
０
万
円
を
超
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
度
末
寄

附
額
を
８
億
円
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

桜川市議会を傍聴してみませんか？
◀
傍
聴
席
か
ら
の
眺
め

◀
傍
聴
券
・
受
付
シ
ー
ト

　市議会では、市民の皆さんの生活に直結した
重要な問題が審議されます。市政を身近に知る
ためにも、ぜひ議会を傍聴してみませんか。

受付場所：市役所岩瀬庁舎　第２庁舎３階

【受付手順】
①傍聴券（首掛け）を受け取る
②傍聴人受付シートを記載し、回収箱に入れる
③傍聴券を首から下げて、傍聴席へ
④退場時、傍聴券を返却する
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７人の議員が一般質問を行いました

令
和
７
年
10
月
の

市
長
選
挙
の
開
票

結
果
に
、
2
氏
が
異
議
申

し
立
て
を
し
ま
し
た
。
議

員
選
挙
で
は
何
回
か
、「
異

議
申
し
立
て
」
を
見
か
け

ま
す
。
桜
川
市
で
も
、
私

が
知
る
か
ぎ
り
で
は
、
い

つ
も
の
方
を
除
い
て
、
１

回
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

首
長
選
挙
で
は
め
っ
た
に

見
か
け
ま
せ
ん
。

　

選
挙
は
、
市
職
員
全

員
で
取
り
組
む
、
２
，
０

０
０
万
円
近
く
か
か
る
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
厳

正
な
選
挙
に
、「
異
議
申

し
立
て
」
を
す
る
か
ら
に

は
、
そ
れ
相
応
な
問
題
が

あ
っ
た
場
合
に
す
る
も
の

市
長
選
挙
で
の

　

２
氏
の
異
議
申
し
立
て

菊池伸浩 議員

と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
人
の
う
ち
、
１
人
は
、

毎
回
と
言
え
る
ほ
ど
、「
異

議
申
し
立
て
」
を
し
て
い

た
方
で
、
開
票
立
会
人
が

い
な
い
方
で
す
し
、
多
く

の
場
合
で
、
供
託
金
没

収
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

例
外
と
考
え
ま
す
。

　

も
う
一
人
の
方
は
、
市

議
会
議
員
を
4
期
も
や
り
、

開
票
立
会
人
も
い
て
、
印

鑑
も
押
し
て
い
ま
す
。
開

票
に
異
議
を
出
す
理
由

が
な
い
と
、
考
え
て
い
ま

し
た
。
開
票
結
果
に
異
議

を
申
し
立
て
た
と
す
れ
ば
、

自
分
が
依
頼
し
た
開
票
立

会
人
に
失
礼
で
す
。
異
議

申
し
立
て
の
内
容
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員

会
の
判
断
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　
開
票

立
会
人
が
附
票

（
１
０
０
枚
ご
と
の
票
の

束
の
表
紙
）
に
印
を
押
す

意
味
は
、
立
会
人
が
開
票

結
果
の
検
査
や
確
認
に
関

与
し
、
同
意
し
た
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
回
付
の
際
、

異
議
や
疑
問
が
あ
る
場
合
、

押
印
を
拒
否
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

異
議
申
し
立
て
の
内
容

は
、
高
橋
氏
は
、「
開
票

会
場
で
の
撮
影
禁
止
や
選

挙
立
会
人
の
職
務
執
行
」

に
関
す
る
こ
と
で
す
。
榎

戸
氏
は
、「
投
票
用
紙
の

点
検
や
選
挙
公
報
な
ど

の
啓
発
」
に
つ
い
て
で
す
。

12
月
５
日
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
、「
当
選
を
無
効

に
す
る
理
由
が
な
い
」
と

し
て
棄
却
し
て
い
ま
す
。

武井久司 議員

日
本
の
地
域
の
特

性
を
生
か
す
地
方

創
生
政
策
の
一
環
と
し
て

整
備
さ
れ
た
、
地
域
未
来

投
資
促
進
法
を
活
用
し
た

企
業
誘
致
に
つ
い
て
伺
う
。

総
合
戦
略
部
長　

地
域
未
来
投
資
促

進
法
は
、
国
の
基
本
方
針

に
基
づ
い
た
地
域
経
済
牽

引
事
業
計
画
に
お
い
て
、

施
設
の
新
設
、
増
設
等
の

設
備
・
構
築
物
の
取
得
等

に
対
し
特
別
償
却
ま
た
は

法
人
税
の
税
額
控
除
を
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

桜
川
市
に
お
い
て
は
、

現
在
ま
で
事
業
者
か
ら
の

事
業
計
画
が
提
出
さ
れ
た

実
績
は
有
り
ま
せ
ん
。
市

で
は
、
産
業
及
び
雇
用
促

進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
、
対
象
事
業
所
に
奨
励

金
の
優
遇
措
置
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
経
済
牽
引

事
業
の
促
進
に
よ
る
地
区

基
本
計
画
及
び
産
業
立
地
、

雇
用
促
進
に
関
す
る
条
例

奨
励
金
を
、
多
く
の
企
業

に
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う

周
知
を
し
て
い
き
ま
す
。

市
の
道
路
整
備　

計
画
に
つ
い
て

市
道
の
道
路
整
備

は
、
産
業
活
性
化

や
観
光
地
化
、
新
し
い
農

業
経
営
、ま
た
、行
政
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化
を
目
的
と

し
、
施
設
の
改
編
を
前
提

と
し
た
整
備
が
必
要
と
思

う
。
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　
市
道

は
総
延
長
１
，
５

０
５
㎞
、
６
，
４
１
４
路

線
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、

必
要
性
や
緊
急
性
、
事
業

の
効
率
な
ど
を
判
断
、
企

業
の
進
出
動
向
、
観
光
客

の
動
態
を
調
査
し
整
備
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
農
業
人
口
が
減
少
し
、

農
地
が
集
約
さ
れ
、
大
型

機
械
に
よ
る
経
営
が
進
む

と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
農

道
の
拡
幅
、
改
良
工
事
及

び
退
避
場
所
の
設
置
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
効
率
化
を
目
的
と
し
た

施
設
の
改
編
を
前
提
と
し

て
、
集
約
化
が
図
ら
れ
て

い
き
ま
す
。
集
約
さ
れ
た

公
共
施
設
エ
リ
ア
周
辺
の

道
路
整
備
に
は
、
莫
大
な

費
用
と
膨
大
な
時
間
が
か

か
る
の
で
、
既
存
の
幹
線

道
路
な
ど
を
活
用
し
た
道

路
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災

害
の
対
策
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て
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市
所
有
の
認
定
こ

ど
も
園
は
、
建
築

か
ら
相
当
年
数
が
経
過
し
、

耐
震
性
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

雨
漏
り
や
空
調
、
衛
生
設

備
を
は
じ
め
、
多
く
の
面

で
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
施
設
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

岩
瀬
認
定
こ
ど
も

園
は
、
竣
工
し
48
年
が
経

過
、
岩
瀬
東
部
認
定
こ
ど

も
園
は
、
竣
工
し
38
年
が

経
過
し
た
施
設
と
な
り
ま

す
。
施
設
修
繕
を
行
い
な

が
ら
、
安
全
性
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
、
令
和
６

年
度
の
修
繕
費
を
含
め
た

維
持
管
理
費
は
、
合
わ
せ

認
定
こ
ど
も
園
の
再
編

飯島洋省 議員

て
年
間
約
7
3
0
万
円
程

度
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

や
ま
と
認
定
こ
ど
も
園

は
、
昭
和
49
年
に
竣
工
、

50
年
以
上
が
経
過
し
、
市

の
公
共
施
設
計
画
に
お
い

て
は
、
継
続
的
に
維
持
管

理
、
修
繕
を
行
い
、
長
寿

命
化
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

３
つ
の
園
を
そ
れ

ぞ
れ
単
独
で
維
持

改
修
し
続
け
る
に
は
、
財

政
負
担
、
維
持
管
理
負
担

両
面
か
ら
も
持
続
可
能
と

は
言
え
ず
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
の
子
育
て
支
援
ニ
ー

ズ
に
答
え
る
こ
と
は
難
し

く
、
ま
た
、
保
育
士
確
保

や
働
き
方
改
革
へ
の
逆
行
、

子
育
て
世
帯
の
転
入
促
進

に
不
利
な
状
況
を
つ
く
る

こ
と
、
市
が
掲
げ
る
将
来

の
学
校
再
編
と
の
整
合
性

が
取
れ
な
い
と
い
っ
た
課

題
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
ど
も
園
の
再
編
は
避

け
ら
れ
な
い
テ
ー
マ
で
あ

り
、
将
来
的
な
園
児
数
の

減
少
を
考
え
る
と
、
複
数

園
を
統
合
し
、
よ
り
充
実

し
た
施
設
を
整
備
す
る
こ

と
が
合
理
的
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

教
育
保
育
施
設
の

統
合
、
移
設
の
可
能
性
は
、

将
来
の
人
口
動
向
や
保
育

ニ
ー
ズ
、
施
設
の
維
持
管

理
を
考
慮
し
、
適
正
な
集

団
規
模
に
よ
る
就
学
前
の

教
育
・
保
育
が
受
け
ら
れ

る
環
境
整
備
と
学
校
適
正

化
に
向
け
た
議
論
に
配
慮

す
る
な
ど
、
複
数
の
要
素

を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
に
お
け
る
協

議
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

持
続
可
能
な
環
境
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
移
住
対
策
の
桜
川
市
版
住

宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保

護
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

・
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
モ
デ
ル

地
区
の
内
容
と
取
り
組
み

市村　香 議員

生
徒
の
個
性
を
生

か
す
学
校
を
目
指

す
た
め
、
最
近
の
高
校
生

の
通
学
先
は
幅
広
く
多
岐

に
わ
た
る
。
桜
川
市
の
高

校
生
も
、
遠
距
離
通
学
す

る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

　

つ
く
ば
市
や
他
自
治
体

で
は
、
遠
距
離
通
学
し
て

い
る
高
校
生
に
支
援
を
始

め
て
い
る
が
、
桜
川
市
で

も
高
校
生
の
遠
距
離
通
学

支
援
事
業
を
実
施
す
る
見

通
し
は
あ
る
の
か
伺
う
。

市
長
公
室
長　
つ

く
ば
市
は
通
学
方

法
に
関
わ
ら
ず
、
６
キ
ロ

以
上
の
通
学
に
対
し
て
年

額
３
万
円
を
支
給
、
城
里

町
は
最
大
12
万
円
の
助
成

を
し
て
い
る
と
い
う
具
体

例
が
あ
り
ま
す
。
大
子
町

で
は
、
地
域
の
高
校
を
存

続
さ
せ
る
た
め
に
、
大
子

清
流
高
校
に
通
学
す
る
生

徒
に
対
し
、
定
期
券
の
半

額
程
度
、
年
間
最
大
３
万

円
を
支
給
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　

桜
川
市
の
高
校
生
の
通

学
支
援
に
つ
い
て
は
、
総

合
的
に
判
断
し
、
高
校
生

に
本
市
に
住
み
続
け
て
も

ら
え
る
よ
う
、
費
用
対
効

果
を
含
め
、
支
援
体
制
を

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

桜
川
市
の
有
機
農

業
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
で
は
、

2
0
3
0
年
ま
で

に
2
0
0
市
町
村
の
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
創
出

を
目
標
に
、
全
国
各
地
で

の
産
地
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
る
。
前
回
の
質
問
以

降
、
改
め
て
桜
川
市
の
農

業
政
策
事
業
の
現
状
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺

う
。

経
済
部
長　
常
陸

大
宮
市
を
は
じ
め

と
し
て
、
笠
間
市
、
か
す

み
が
う
ら
市
、
石
岡
市
が

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
を
行
っ
て
お
り
、
有

機
農
業
に
地
域
ぐ
る
み
で

取
り
組
む
産
地
が
増
え
て

き
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
、
北
つ
く
ば
農
協
地
域

農
業
振
興
協
議
会
を
中
心

と
し
た
関
係
団
体
及
び
近

隣
自
治
体
と
連
携
を
図
り
、

荒
廃
農
地
や
中
山
間
地
な

ど
の
活
用
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
市
内
生
産
者
に
対

し
周
知
及
び
啓
発
を
行
い

な
が
ら
、
宣
言
の
可
否
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
東
京
直
結
鉄
道
（
地
下
鉄

８
号
）
茨
城
県
誘
致
促
進

協
議
会
の
現
在
の
状
況
に

つ
い
て

高
校
生
の

　
　

通
学
支
援
に
つ
い
て
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新
庁
舎
に
向
け
て
、

A
I
等
を
活
用
し

た
D
X
先
進
自
治
体
と
な

る
よ
う
、
D
X
推
進
室
を

立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長
公
室
長　
新

庁
舎
に
向
け
て
の

組
織
の
具
体
的
な
あ
り
方

は
未
定
で
す
が
、
組
織
や

職
員
数
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
検
討
し
ま
す
。

※
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
：
I
T
や
A
I
（
人

工
知
能
）
を
使
っ
た
仕
事
、

組
織
の
変
革
の
こ
と
。

D
X
先
進
自
治
体
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

川股　隆 議員

長
方
地
区
の
商
業

開
発
と
財
政
負
担

に
つ
い
て

長
方
地
区
の
商
業

開
発
は
、
ベ
イ
シ

ア
が
出
る
な
ら
ば
道
の
駅

は
必
要
な
い
。
市
有
地

1
.
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
直

売
所
等
用
地
を
除
き
、
今

後
の
財
政
負
担
は
な
い
と

考
え
て
よ
い
か
。

総
合
戦
略
部
長　

例
外
的
な
財
政
負

担
を
伴
う
計
画
が
あ
る
場

合
に
は
、
十
分
に
説
明
す

る
こ
と
を
大
前
提
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

営
利
企
業
へ
の
従

事
許
可
に
つ
い
て

令
和
4
年
8
月
に
、

営
利
企
業
で
あ
る

ク
ラ
セ
ル
桜
川
へ
の
従
事

許
可
を
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
長

に
出
し
て
い
る
。
地
方
公

務
員
法
で
利
害
関
係
が
あ

る
場
合
は
許
可
で
き
な
い

が
、
1
，
5
0
0
万
円
の

補
助
金
を
出
し
て
お
り
、

利
害
関
係
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
。総

合
戦
略
部
長　

課
長
は
補
助
金
の

最
終
決
定
者
で
は
な
い
の

で
、
利
益
相
反
に
は
当
た

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

地
域
ネ
コ
対
策
に

つ
い
て申

請
者
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
頼
っ

て
い
る
が
、
市
の
支
援
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

要
綱
等
を
つ
く
り
、

「
公
益
財
団
法
人
ど
う
ぶ

つ
基
金
」
と
市
が
協
働
し

て
、
申
請
者
の
負
担
が
な

く
不
妊
手
術
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
誤
請
求
に
係
る
再
発
防
止

策
検
討
委
員
会
の
再
開
に

つ
い
て

萩原剛志 議員

今
後
の
タ
ク
シ
ー

運
賃
助
成
制
度
の

維
持
や
拡
充
、
見
直
し
の

方
向
性
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長　
タ
ク

シ
ー
運
賃
助
成
事

業
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

の
方
々
か
ら
助
成
券
拡
充

の
要
望
が
あ
る
こ
と
や
、

年
度
末
に
駆
け
込
み
的
な

利
用
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
、
監
査
委
員
か
ら
助
成

券
の
不
正
利
用
の
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
８

年
度
か
ら
事
業
の
一
部
見

直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

　

利
用
者
１
人
当
た
り

に
支
給
す
る
助
成
券
の
枚

数
を
現
行
の
60
枚
（
３
万

円
）
か
ら
80
枚
（
４
万
円
）

に
拡
充
す
る
こ
と
、
タ
ク

シ
ー
乗
車
１
回
に
つ
き
利

用
で
き
る
助
成
券
の
枚

数
を
10
枚
（
5
，
0
0
0

円
分
）
ま
で
と
す
る
こ
と
、

タ
ク
シ
ー
乗
車
１
回
ご
と

に
利
用
者
に
対
し
て
助
成

券
へ
の
署
名
を
求
め
る
こ

と
の
３
点
を
骨
子
と
し
て

手
続
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。山

形
県
長
井
市
で

は
、
バ
ス
の
乗
降

デ
ー
タ
の
収
集
方
法
と
し

て
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
つ
き
定
期

券
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
り

市
営
バ
ス
の
乗
降
デ
ー
タ

を
ク
ラ
ウ
ド
に
収
集
し
、

ダ
イ
ヤ
改
正
や
路
線
再
編

に
活
用
し
て
い
る
。
Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ
は
、
ユ
ニ
ク
ロ
の
商

品
の
値
札
に
も
組
み
込
ま

れ
て
お
り
、
セ
ル
フ
レ
ジ

で
の
一
括
会
計
や
効
率
的

な
在
庫
管
理
を
実
現
し
て

い
る
。

　

桜
川
市
と
し
て
も
タ
ク

シ
ー
運
賃
助
成
事
業
や
市

バ
ス
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ
の

見
直
し
に
当
た
り
、
こ
の

よ
う
な
デ
ー
タ
収
集
方
法

の
仕
組
み
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。建

設
部
長　
効
率

的
な
地
域
公
共
交

通
を
実
現
す
る
に
は
、
変

容
す
る
社
会
構
造
に
対
応

す
る
た
め
の
不
断
の
見
直

し
と
、
そ
の
前
提
と
な
る

緻
密
な
デ
ー
タ
の
収
集
、

解
析
が
不
可
欠
で
す
。

　

市
の
行
財
政
状
況
か
ら
、

全
て
の
先
進
技
術
を
取
り

入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
引
き

続
き
先
進
事
例
の
収
集
等

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
防
災
士
資
格
取
得
へ
の
助

成
制
度
に
つ
い
て

・
し
尿
処
理
に
つ
い
て

・
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
に
つ
い
て

タ
ク
シ
ー
運
賃

助
成
事
業
に
つ
い
て
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第４回定例会（12月９日〜12月12日）審議された議案と結果
条例の制定・改正
桜川市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部を改正する条例 可決

電気通信事業法及び日本電信電話株式会社等に関す
る法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整理に関する条例

可決

桜川市手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決
補正予算
一般会計補正予算（第５号） 可決
国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決
介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決
介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 可決
水道事業会計補正予算（第３号） 可決
下水道事業会計補正予算（第３号） 可決

人事・その他
選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について 決定
監査委員の選任について 同意
和解及び損害賠償の額を定めることの専決処分事項の
報告について 報告

財産の取得について
（令和７年度桜川市立小中義務教育学校照明ＬＥＤ構築
及び賃貸借）

可決

指定管理者の指定について 可決
指定管理者の指定について 可決
桜川市道路線の廃止について 可決
桜川市道路線の認定について 可決

請願

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持の
ための政府予算に係る意見書採択を求める請願 採択

令和2年改正・公益通報者保護法に基づく『通報窓
口設置』・『通報対応体制の確立』・『計画的な職員
研修の実施』を桜川市行政に求める請願

趣旨
採択

議員提出議案

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持の
ための政府予算に係る意見書 可決

林　悦子 議員

『
さ
く
ら
す
』
の

開
放
的
、
都
会
的

空
間
は
、
子
育
て
世
代
や

学
生
な
ど
に
好
評
な
一
方

で
、
そ
の
使
い
勝
手
に
戸

惑
い
の
声
も
あ
る
。
市
は
、

市
民
の
要
望
に
つ
い
て
把

握
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長　
『
さ

く
ら
す
』
は
、
民

間
の
指
定
管
理
者
に
運
営

を
委
託
し
て
い
ま
す
。
苦

情
、
要
望
の
対
応
に
つ
い

て
は
毎
月
の
定
例
会
で
市

と
共
有
し
て
い
ま
す
。

１
階
の
調
理
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る

『
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ブ
』

の
活
用
に
つ
い
て
、
女
性

団
体
の
活
動
等
で
大
人
数

が
一
度
に
料
理
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

教
育
部
長　
こ
こ

は
、
調
理
の
他
に

『
学
び
と
交
流
の
場
』
と

し
て
、
手
芸
な
ど
も
の
作

り
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

読
書
体
験
な
ど
、
多
目
的

に
使
え
る
協
働
の
場
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
女
性
団

体
の
活
動
は
、
羽
黒
の
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、

真
壁
伝
承
館
、
真
壁
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
部

屋
に
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
の
ロ
ー
ル

カ
ー
テ
ン
な
ど
必
要
と
思

う
が
い
か
が
か
。

教
育
部
長　
　

「
市
民
活
動
の
境

界
を
な
く
す
」
と
い
う
施

設
の
基
本
方
針
を
ご
理
解

い
た
だ
く
と
共
に
、
市
民

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に

も
柔
軟
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市
民
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト
へ
の
支
援

に
つ
い
て

他
市
で
は
、
市
民

コ
ン
サ
ー
ト
は
市

主
催
で
行
っ
て
い
る
。
桜

川
市
で
は
、
文
化
協
会
主

催
だ
が
、
音
楽
コ
ン
サ
ー

ト
の
資
金
は
30
万
円
で
、

他
市
と
比
べ
て
著
し
く
見

劣
り
し
、
文
化
格
差
が
心

配
さ
れ
る
。

教
育
部
長
　
他
市

の
実
情
を
踏
ま
え
、

補
助
金
増
額
・
入
場
料
徴

収
等
、
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

『
さ
く
ら
す
』
へ
の
市
民
要
望
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総務常任委員会視察研修レポート

委員長　飯島洋省
委　員　林　悦子・仁平　実・萩原　剛志

視察日　令和7年10月28日（火）～10月30日（木）
視察先　広島県　東広島市、大崎上島町、広島市

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

100%再資源化を目指すごみ処理施設
　東広島市の「広島中央エコパーク」を視察しました。
ここでは、最新の溶融炉により可燃ごみを全て再資
源化し、埋め立て処分は行っていません。燃焼熱を
利用した全電力の自給や売電も行っている取り組み
の一方で、再資源化にあたっては環境配慮に伴うコ
スト増が課題として共有されました。
　また、剪定枝をチップ状に加工し燃料化する車両
の無料貸し出しも行われているということでした。
　
脱炭素社会を拓く次世代のエネルギー
　大崎上島町では「大崎クールジェン（株）」を訪問
しました。石炭をガス化して高効率で発電し、従来
型石炭火力発電よりCO2を90%以上削減できるとと
もに、高濃度水素ガスを含む燃料ガスを生成し、こ
れらを用いた複合発電を行っています。
　将来の脱炭素社会の切り札とされる「水素」生成
技術やCO2貯留の重要性を確認し、本市でも共同宣
言している「ゼロカーボンシティ」実現に向けた企業
誘致や技術確立の必要性を実感しました。

見せる焼却場　広島市中工場
　広島市の「中工場」では、複数の施設が連携して
災害時でも安定稼働できる体制を学びました。広島
市では７か国語対応のごみ分別チラシを作成し、市
民のゴミ出しマナーと資源率向上に努めています。
　全国的に問題になっているリチウムイオン電池の
火災対策としても、市民への周知徹底に努めている
とのことです。コストを抑えつつ、市民の協力のも
とで高い資源化率を維持する手法は当市にとっても
有益と考えます。
　
豪雨災害の教訓を次世代へつなぐ
　「広島市豪雨災害伝承館」では、平成26年の甚大
な被害と復興の歩みを調査しました。
　被災地の復興整備の経緯に加え、心のケアにあた
る専門チーム（DPAT）の活動や、教訓を風化させな
い展示のあり方を学びました。同館は「NIPPON防災
資産」にも認定されています。

（写真・上）大崎上島町　大崎クールジェン
右奥に見えるのが酸素吹きの石炭ガス化炉。
（写真・右）広島市中工場2階「エコリアム」は
Ecology+Atr iumの造語のとおり
ゴミ処理施設とは思えない開放感。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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　明けまして、おめでとうご
ざいます。
　今号は、去る12月定例会
での各議員の一般質問を中心
に、市民の皆様から関心の高
いタクシー運賃助成について
の議論の様子などをお伝えし
ました。
　日頃、型苦しいイメージを
持たれがちな議会ですが、実
際には皆様の生活に直結する
様々な課題が真剣に議論され
ています。広報誌を通じて、
そうした議会の「今」をすこ

しでも身近に感じて頂ければ
幸いです。
　今後も「開かれた議会」を
目指し、分かりやすく、親し
みやすい紙面づくりに努めて
まいります。皆様からのご意
見・ご感想をお待ちしており
ます。
　これからも、皆様の益々の
ご健勝を心よりお祈り申し上
げます。
　　
　　　　　　　　　武井　久司

11月17日　岩瀬小学校　町たんけん　

10月20日　長生郡市広域市町村圏組合議会視察受け入れ

　岩瀬小学校の2年生7名が「町たんけん」の活動で桜川
市役所岩瀬庁舎を訪れました。
　議場では、市議会事務局の職員から議会について説明を
受けながら、議長の席に座ったり、傍聴席を見学したりし
ました。
　普段なかなか見ることのない議場に少し緊張しながら
も、「議会は、１回でどのくらいの長さ話し合いをするの
ですか」などの質問がありました。
　岩瀬小学校2年生のみなさん、またぜひ議会にいらして
ください。

　千葉県茂原市をはじめ、7市町で構成される長生郡市広
域市町村圏組合議会が、さくらがわ地域医療センターに視
察に訪れました。
　長生郡市広域市町村圏組合議会が運営する「公立長生
病院」の再編統合にあたり、公立・私立病院の再編統合を
経験した桜川市の事例について、健康推進課から説明を受
けました。
　質疑応答では、病院再編統合に際して市民からどのよう
な意見が出たのか、建設に係る財源について、旧病院に勤
務していた職員の処遇についてなど、たくさんのご質問が
あり、研修後は病院内の見学を行いました。

　１１月

５～６日 県西市議会議長会定例会

８日 筑西広域市町村圏事務組合
全員協議会

11日 茨城県市議会議長会
議員研修会

19日 筑西広域市町村圏事務組合
定例会

　１２月
２日 総務常任委員会

３日 文教厚生常任委員会
建設経済常任委員会

４日 議会運営委員会
議会全員協議会

9～12日 第４回定例会

11日 総務常任委員会
文教厚生常任委員会

　１月
15 日 議会広報特別委員会

20日 ジオパーク６市議員連盟
協議会研修会

23日 茨城県市議会議長会定例会


